







Casting Accuracy of the Titanium Cast Denture Base































































































































































































要　因 平方和 自由度 不偏分散 分散比 寄与率％
A：印象材
a　測定部位
@　AxB
@　　誤差
15197，200
Q4949，700
Q9078，700
P99352，000
22436 7598，600
P247，900
V269，670
T537，570
1．37
Q．25
P．31
@　一
　0．00
@0．00
@0．00
P00．00
総計 268578，00044
＊危険率5％　　＊＊危険率1％
考 察
　チタンは生体親和性，耐食性共に優れ，高強度
で，比重が軽いなどの利点から鋳造床として有用
な金属である．一方，融点が高く高温にて酸素と
反応しやすいという欠点があり鋳造により製作す
るのは難しいとされてきたi）．しかし近年，埋没
材および鋳造機などの開発による鋳造技術の進歩
により鋳造が可能となった．またチタン鋳造は
メーカーによりマニュアル化されており，その使
用材料，作製方法および鋳造機などさまざまであ
る5）fi1．
　鋳造床の精度測定には顎提の形態に類似した金
型が用いられることが多いng）．しかし，チタン鋳
造床の臨床応用を考えると，メーカーの推奨する
システムにしたがい，臨床形態を考慮した模型に
30 吉田他：チタン鋳造床の精度について
て鋳造床を作製し，精度を測定することが重要で
あると考えられる．
　今回，寒天印象材にて作製された耐火模型は，
シリコーン印象材にて作製された耐火模型と比
べ，粗造であり，クラックの発生が認められたこ
とからから，寒天印象材の水分が耐火模型の硬化
時吸水膨張に作用した2）と考えられ，鋳造体の適
合精度に影響を与えると考えられた．
　森川らは各種システムを用い，コバルトクロム
鋳造床作製時の，耐火模型の総膨張量を測定した
結果，シリコーン印象材は1．09～1．3％，寒天印
象材は1．38～2．16％の膨張を示し，また寒天印象
材は耐火模型硬化時，基底面中央部を中心に湾曲
し，そり返り孤状変形を起こすため2），口蓋中央
部の適合に影響する12）13）と報告している．本研究
において，印象材と測定部位の適合精度について
有意差が認められなかった理由は，上記の報告を
参考に検討すると，使用した原型模型の形態が上
顎全部床の比較的単純な形態をしていること，さ
らに鋳造床が金型を用いた場合とは異なり，顎堤
を被う形態でないために，変形などの影響を受け
にくかったためと考えられる．
　今村は上顎全部床形態を想定した金型を使用
し，チタン鋳造床の適合精度を測定した結果，顎
底部は0．24～0．29mm，口蓋部は0．1～0．13　mm
であった7）と報告している．また口腔内において
口腔粘膜の圧縮量は100～1000μmといわれてお
り，これらの点から鋳造床の適合精度は200～300
μmの範囲ならば，臨床的に十分適合しうると判
断される2）．
　本実験においてシリコーン，寒天どちらの印象
材を用いても，適合精度は200μm前後の間隙量
であったこと，コバルトクロム合金鋳造床と比較
しても適合精度に有意差は認められなかったこと
から，全部床としてのチタン鋳造床は臨床に応用
できると考えられる．
　しかし，本研究の結果から，寒天印象材を使用
した場合，耐火模型全体にクラックが生じたり，
トリミング時やシートワックス圧接時に容易に壊
れる場合があったことから，セレキャストシステ
ムにて鋳造床を作製する場合の複印象材には，シ
リコーン印象材を用いたほうがよいと考えられ
る．
結 論
　臨床形態を考慮したチタン鋳造床を，複印象材
にシリコーン印象材と寒天印象材を用いて作製
し，適合精度およびセレキャストシステムの検討
を行った結果，以下のような結論が得られた．
　1．チタン鋳造床の表面はセレキャストシステ
ム指定のシリコーン印象材を使用した方法でも，
従来の寒天印象材用した方法でも同様の金属面で
あり，埋没材との焼付きや肌荒れなどは認められ
なかった．
　2．適合精度はシリコーン印象材を使用した方
法，寒天印象材を使用した方法ともに有意差は認
められなかった．
　3．コバルトクロム合金鋳造床と比較しても鋳
造精度に有意差は認められなかった．
　4．鋳造機にタイキャストスーパーRを使用
するセレキャストシステムにて作製したチタン鋳
造床は，臨床応用が可能である．
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